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ヲ，

'-

と

一

、

ま

え

術

選

本
州一を
積
断して
内
海と
日
本
海と
をつ
な
ぐ
大
燃
は
兵
庫豚の
み
で

あ
る 。
中
央を
中
園
山
脈が東
西
に
走っ
て 、
南が
山
陽
道
播
磨
圏 、
北

・

が
山
陰
道
但馬
図で
あ
る 。
は
り
ま
が
上
方
振
り
で
あ
る
に
対し 、
た
じ

ま
は
山山
雲の
流
れ
を
くみ
な
が
ら 、
し
か
も
ム次
第に
南や東
か
ら
上
方の

影
響を
う

けつ
つ
あ
る 。

た

じ

ま

と

と

山跡

地

図
、

町

村

番

号

表

プ

ジ

ツ

ク

は

町

ミ

カ
タ

美
方
郡

オ
ウ
マ

オ
ン
セ
ン

ヂ
ヲ
ギ

ハ
ヲ
hq

イ

ソ
オ

1
西
浜
2

浜
坂
3
大
庭
4

温
泉
5
照来
6
八
回
7

射
添

8
r
陀
9
村
岡
m
T
知的
日
舵
均

防
即川郡
昭
和二
十五
年四
月怨
お
お
幻
合し
て
豊
岡
市と
なっ
た 。

F
マ
ラ
〈

a'
o
f

カ

ス
ミ

ク
a7
サ

X

タ
ケ
ノ

ロ
佐世酌

お
長
井

M
香
佐
官ω
口
佐
津
日山
奥
佐
津

げ
竹
野
山血
中

キ
ノ
品寸
キ

。
ヲ
カ
ヲ

ゴ
ノ
シ
ヨ
今

ナ

サ

竹
野

四
奥
竹
野

却
港

幻
妓
崎

舘
内
川

泊
五
荘

担
奈
佐

a
'

v
u

-

ア
タナ

拘
ス・
7

キ

シ
u

-
E

品川

タ

お
寝中
岡 一
お
新
田
市μ中
筋 一

お園
府
却
八
代
初g
高
況
三
万

ニ
シ
キ

シ
ョ
。一

位

清

滝

お

西

築

制尚

三

板

f
x
シ

出
石
郡
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l工

岡

荘

之

輔

回

弱

小

坂

幻

出

石

お
室
埴

ア
イ
ハ
-
ν

お
令
橋
的

資

母

HU
高
橋

官山
静
美

キ

プ
養
父
郡

F

，
L
v

-
ミ

ヲ
オ
2

夕
刻
FLy
e-

K
与
ノ
ミ
ヤ

オ
才

的却
炉山町
円相
伝配
HH品川宙
服叩
高柳 a
必
間宮
抑制
口
大
屋
必
大

皆

川印
西
谷

印
南
町旬一

日
配
匙

昭
一度
谷

白
骨
め

引の
糸
井

オ
オ
ク
ヲ

回
大
駿

ア
サ
ゴ

朝
来
郡ヲ

タ

キ
マ

鴎

和

国

山

田
中
川

63 
山57
口 東ト

ヨ守T1f
64 
生t58
野ノ梁1潮セ

回

一期

即

印
間決布
土
組
竹
田

二 、
音
韻
脱
落

「
出
石か
ん
じ年
町 、
胞が
出る
そお
じ年
が 、
う
そじア
か 、
ほ
ん

じキ
か 、
知ら
ん
じキ
が」
と
言
う

歌が
あ
り 、
叉
「
久
畑
谷に
は・:」

と
似た
歌が
あ
る 。

(この
「ジャ」
は
断
定
助
動詞
英
他に
聞い
る
「
ダ」
と
同じ
もの)

釘
出
石
町や
室
埴
村か
じ牟
で
は「ジャ」
は
すで
に
老
人の
用語で 、
青

批
年
は
「ヤ」
に
変ヮ
て
お
り 、

MM
高橋
村
字
久
畑
は
や
は
り
「ジャ」

を
用い
て
い
る @
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たじま乙とl1:

養
父
郡
大
屋
谷川制
|見

は
「
ジャ」
の
本
場
で

「
大
屋の
じ牟
げ
な
は
蛇が
出た
じhf
げ
な 、
大
きな
じhf
げ
な 、
う

そじ年
げ
な」

「
ジャ」
の
北に
「
〆」
南
に
「ヤ」
が
行
わ
れてい
る 。
ハ
第一
図)

「
ヤ」
を
常
用
す
る
朝
衆
郡で
も
北で
は
老
人
隠閣に
「ジャ」
が
用い

ら
れ
る 。
失
は
東
寄
り
に
北に
進ん
で
蛇
を
東西
に
分
ち 、
「
ダ」の
線に

食止
め
ら
れて
い
る 。
HH
入
鹿
町
は
養
父
郡の
中
心
都
市で日
矢田
蛇
と

の
交
遜
も
激しい
の
に
「
ダ」
を
保っ
て
い
る 。
必
関
宮
町
字
関
宮
は組閣

の
影
響で
〆ラ
ァ 、
ジャ
ロ
オ
を
併
用し
てい
る 。

お
愛
情咽は
地
形複
雑で
む
と
ば
也
多
様で
あ
る @

北で 、
行ク
ダ
引ア 、
〆
叶ォ 、
ジャ
吋オ 、
ヤ
叶オ
と
尻重
なアグ

セ
シ
ト

が
南下
し
て必
生
野
で
は
行
列ヤロ
オ
と
軽
く
な
る 。

煎
餅
セ
ンペ
全
た
じ
ま 、

太
郎
タロ
散
在 、

食べ
物
タベ

モ
Y
1
|印 、

相時
虫
ズ
ムシ
散
在 、

我
家
ワ
ガエ・
ワ
グ
養
父

以
北
散
在 、

この
間
コ
ナ
イ
〆臼
印 、
コ
ニ
ャ
ア
〆・
コ
ネエ
ダ

1
l位 、

そ
れか
ら
シェ
エ
ハセェ 、
ヘ
エJU
カラ
美
方・
城
崎 、

ソエ
カラ
養
父 、
へ
エ
ハホレυ
カラ
朝来、

その
よ
う
な 、

ソエ

ャ
アナ
美
方
南・
城
崎
南・
出
石
西 、
ソ
ネエ
十
養
父
南
散、
ソ
ネエ

ン
氾
泊 、

ソ
ギャ
ア
ナ
美
方・
城
崎
北 、
ソ
ン
ガナ
官 、

ソ
リJ
ギヤ

ナ
話 、
γ
ャ
アナ
美
方・
城
崎
北 、
ソ
ャ
ア
ナ
城
崎
北 、
シェ
テ
ナ
美
方

北・
沼
抑制 、

ソ
ン
ナ
城
崎東・
出
石・
養
父・
朝来、

こ
れ
だ
け

コ
エ
ダケ
1
|回 、

コ
シ
ダヶ
8・

城崎
東・
出
石
東・
養
父
北・
倒 、

ど
れ
だ
け
ドエ

ハデエυ
ダケ
金 、
ドン
ダケ
城崎
東
と
南・
出
石

北・
朝来
北・
臼 、

涼しい
ス
ウシ
イ
全
賑
やかい
ニ
ガ
ハコ

ィ 、
コ
ェ 、
ヶ
エ〉
キャ
ア
1
1位 、

置い
て
あ
る
オ
イタル
金 、

附けて
お
る
ツケ
トル

金 、

降っ
てい
る
け
れ
ど
も
アゲ
トルヶ .

ド
金 、

行ヲ
て
み
るとい
う
と
ミ

ル
チュ
ウ
ト

美
方・
城
崎・
出

石・
養
父 、
ミ

ルユ
歩
ト

出
石・
朝来、

ミ
タラ

金
行
くとい
うと

イグ
ゲ

チ?
?
ト
1
1印

塩
ジヨ
オ
養
父
以
北 、

心
は
コ
コ
ラ
ア
養
父
以
北
散
在 、

今

度
は
コ
ン
ダ
金 、

今
度こ
そ
は
コ
サ
ア
養
父
以
北 、

知ヲ
て
は

い
る
が
ジ
グ

チャ
ア
圭 、

知山y
トル
ケ
ド

金 、

何
もし
はせ
ん

γ
ャ
アヘ
ン
美
方・
城
崎・
出石
西と
北・
養
父・
西
と
北 、
サ
アヘ
ン

日
学
沖
浦 、
セエ
ヘ
シ
城崎東
と

南・
出
石
南と東・
養
父・
朝来、、

γ
イヘ
ン
城
崎
養
父
散
在・
朝来、

ス
ロャ
ア
へ
Y
美
方
北・
城
崎

北・
出
石
点
在・
養
父
北・
朝来
北、
ス
ラ
アへ
VJ
1
字
居
組 、
シ
リ+

アヘ
ン
朝来
以
外
点
在 、

何も
知り
はせ
まい
ジ
リャ
ア
美
方・
域

，
崎・
北
散
在・
朝来
北
点
在 、
シレエ
城
崎
南養
父
北に
散
在 、
シレ

城
崎
東・
出
石・
養
父・
朝来、
シ
ラヘ
メエ

ハマ
ャ
アU
散
在 、

ジ
ラヘ
シ
ヤロ
脳 、
足
り
はせ
ん
タ
リャ
ア
美
方・
城
崎
海
岸・
養
父

西 、
タレ
悼姉崎
南・
白
石・
養
父
西・
朝来
北 、

l
タラ
出
石
東・
朝

来、
タ
リ
出
石
南、
朝来
北 、

白い
の
は
シレエ
テ
ア
美
方・
城

崎・
白
石
北・
養
父
北
と
酋 、

捻
るの
は
ナ
ア
1
1日 、

ン
ワ
点

在 、
ノ
シ
ワ
減崎
北
東・
養
父
東・
朝来
北

酒
を 、
サケエ
1
1日 、

サ
キョ
ォ 、
美
方
南-
m
M
M品
U・
養
父

西 、

銭を
ゼニ
ヨ

オ
美
方
南・
養
父
北 、

ゼニ
ュ
hY
8m却

回 、

烏を 、
木
を
トリ
イ
金 、

トリョ
オ
散
在 、

トリ?
?
美
方
南・

臼・
減
崎
南
西・
養
父
北と
西 、

荷物を 、
ニ
モ
y
hy
-
-臼

散
在 、

113 



ニ
モ
y
ォ
オ
1
1白

魚を
サ
カナ
ア
金 、

返
事を
ヘ
ン
ジュ

ウ
美
方
南 、
へ
シ
ジ
イ
他 、

・
犬
を
イヌ
ウ
金 、

手
を
テョ
オ
美

方
南 、
テエ
他 、

味
噌
を
ミ
ソ
オ
金 、
手
紙
を
テ
ガミュ
ウ
美
方

南 、

テ
ガミ
イ
他 、

歌
を
ウ
タ
ア
美
方・
城
崎・
養
父
西
と
北・

出
石西
と
北

呼ぴ
に
ヨ
ピ
イ
美
方
南・
城
崎
南・
出
石・
養
父・
朝
来
北 、

畳

間に
トヨ
オ
カ
ア
美
方
北・
城
崎・
出
石・
養
父
北 、

トヨ
オ
キヤ

ア
美
方
南
遊
び
に
アソ
ピ
イ
1
1回 、

借
れに
カレ
エ
金 、

け
に
ハ助
詞υ
ケ
ン
1
字
居
組 、

あ
な
た
ア
ン
タ
金

行
け
ば
イ
キャ
ア 、
読
め
ば
ヨ
ミ
ャ
ア
美
方・
城
崎・
出
石
西
と

北・
養
父
西
と
北 、

ヨ
ン
ダラ
金 、

寝
れ
ば
ネ
リャ
ア
全 、

ネ

ャ
ア
点
在 、

出
来、れ
ば
デ
キ
ハデ
ケυ
リャ
ア
金 、

デ
キ
タ
ラ
出

石
東・
山田 、

行
きた
け
れ
ば
イ
キ
タケ
リャ
ア
金 、

イ
キ
タケ

ラ
城
崎
出
石
養
父
に
散
在・
朝
来

行
きて
イ
キ
テ
1
I9・

u
|担・

白
石
西 、

イ
テ
美
方
南・
城

崎・
南
西
養
父・
朝
来
点
在
イグ
テ
全

逃し
て
ニ
ガ
イ
テ臼・
4
字
久
畑 、
ニ
ギャ
ア
テ・
ニ
グエ
テ
他 、

落し
て
オ
ト
イ
テ
臼・
4
字
久
畑 、

オ
テエ
テ
他

新し
くて 、

シ
イ
テ
1
19

城
崎・
出
石・
養
父
東 、

シ品
ウ
テ

u
u
羽
目品
出
石
南
西・
養
父・
朝
来 、

涼し
くて
ス
ズ
シ
イ
テ
1

19・
減
崎・
出
石・
養
父
束 、

シュ
ウ
テ
8・
m
・

1
・

城
崎
南

西-
U
お・
養
父・
朝
来

長
くて
ナ
ガア
テ
美
方・
城
崎・
出
石・
養
父
北・
及び日 、

プ
オ
テ
出
石
散
在・
養
父
南
朝
来

早
くて
ハ
ヤ
ア
テ
美
方
北・
減
崎
北・
出
石
北 、
ハ
ヨ
オ
テ
美
方

北
散
在・
美
方
南・
城
崎
南・
出
石
南
と
東・
養
父・
朝
来 、

無
く

℃
ナ
ア
テ
美
方・
城
崎・
出
石
西・
養
父
北 、

ノ
オ
テ
山山
石・
東
養

父
南・
朝
来

勉
強し
な
さ
る
シ
ナ
ル
美
方
北・
減
崎・
出
石・
養
父
東と
南・
朝

来 、

シ
シ
サ
ル
美
方
南・
城
崎
南・
養
父
北と
西・
出
石 、

シ
ナハ

ル
美
方
北・
城
崎
北・
朝
来
見
て
おい
で
な
さい
ミ
トン
ネエ
ハナ

ャ
アυ
養
父
西
を
除
き
金 、

ミ
トン
セエ
ハサ
ャ
アυ
美
方
南・
養
父

西 、

ミ
トン
ナレ
散
在 、

トン
サレ
点
在

=一 、
音
頭
添
加

ナ

温う
ボ
ウ
1
1印 、

お
う
ばこ
コ
オパ
コ
美
方・
城
崎、

子
供

等
コ
ドモ

ハイラ〉
エ
ラ 、
コ
ドメエ
ラ
全
此
処
等
コ
コ
ハイυ

エ
ラ 、

コ
ケエ
ラ 、
コ
コ
ラ
ア
全

動
詞
に
音
節
添
加し
て
ド

忘レ
ス
ル
金 、

ネ
ジ
リ

ハネジ
ク
リυ

マ
アス
美
方
北・
城
崎
北 、
喋ペ
ダ
ル
美
方
北・
城
崎
北と
東・
山山
石
散

在・
養
父
西
点
在・
朝
来
北 、

教ジ
ハオソU
カエ
ル
美
方
北 、

踊

マ
グ
ラ
カス
美
方
北・
城
崎
北・
出
石
商・
養
父
北・
朝
来
端 、

ヒ
グ

散一フ
カス
美
方
北
城
崎
策 、
出
石
北 、
養
父
南 、

機ツパ
カス
美
方・

城
崎
西・
出
石・
南と
東・
養
父・
朝
来
北 、

グ
ツ
メ
カス
散
在 、

ヨ
ソ
パ
カス
美
方
点
在・
城
崎・
出
石
北・
朝
来
南 、

轄ロ
メ
カス
美

方・
城
崎
北・
招・
ω・
養
父
官民・
朝
来
北 、
濡ラ
カス
美
方・
城
崎
散

在・
山山
石
西・
養
父
西・
朝
来
点
在 、
笑ワ
カス 、
ヵ
ザ
ハ
奥υ
カス 、

散ラ
カス 、
〆マ
カス 、
輯ロ
ガス 、
カ
タ
ゲル
ハ
担υ
は
全た
じ
ま
で



行
わ
れる @

小
使
ジョ
ンペ
シ・
ジヨ
シペ
金 、

ス
ルメ
シ
散
在

あ
りhf
ゐ
山ン
だ
ら
あ 、
何
時ン
だ
ら
あ 、
締
麗ン
で 、
とヮ
て
も
好

きン
で 、
静かン
だ 、
嬉し
そおン
だ 、
餅を
な
ん
ぼン
で
も
食
う 、

大方
そおン
だ
ら
あ 、
=一
分の一
ン

で
す 、
苦
難の
這ン
だ
等
助
辞の

「
だ」
「
で」
の
前に
軽
くン
をつ
け
る 。
その
分
布
は
第一 一凶の
ン
〆

ラ
ァ
と
同じい 、
ま
だ
ハ
副
詞υ
マ
〆
ダ
金 。 天

狗

テ
ン
グ
ン 、
す
る
め

問 、
管
韻同
化

1:_じまととほ

慈
母
音叫
がa・
配
と
な
るの
は 、
言う
迄
も
無
く

出
雲か
ら
丹
後
ま

で
続
く
同
化
現
象で 、
た
じ
ま
を
横
断し
て
北
は紅 、
南
は配
と
な
る 。

同
類
現
象を
記すと 、
ハ
上
が
北 、
下
が
南υ

出
合ア
タ
|デ

オ
オ

夕 、
買ア
テ
|ヨ

オ
テ
行グ
サ
ア
ナ
ハ
俸
聞U
lソ

オ
ナ
行キ
タ
ア

テ
ハ
希
望υ
|ト

オ
テ 、
行キ
h

h

dわ

ハ
様
態υ

|ソ
オ
〆 、
飛メ
ムド

hf

v ハ
推
量 、
意
志υ
|ソ

ォ 、
ナ
ア
ハ
関
投
助
詞U
lノ

オ 、
マ
ア
早ヤ

ハ
副
詞υ
モ
オ
見
タ
ヤ
アナ
景
色
ハ
比
況U
Jヨ
オ
ナ 、
無ア
テ
|

ノ
オ
テ 、
片
附ケ一アシ
マ
ワ
ア
ハ
意
志U
lシ

マ
オ
ォ、
咲ヤ
ア
い一
アト

ハ
推
量υ
|セエ
トロ
ォ 、
メ
シ
〆
ア
ナ
ハ
国倒υ
lメ

シ
ド
オ
ナ 、
ワ

アチ
ヤ
ク

ハ
積
一一席U
|オ

オ
チ+
グ 、
パ
アズ
ハ
坊
主υ
|ボ

オ
ズ 、
ア

ハ
ア
ハ
阿
呆u
lア

ホ
オ
サ
ア
デ
ハ
副
詞υ
|ソ

オ
デ

こ
れら
の
境
界
線は
大
体に
第一
一凶に
準じ
て
い
る
と
も
言
える
がア

ア
夕、
カ
ア
タ
は
1
1窃

に
行
わ
れ
る @
加
↓紅

一は普
は
養
父
郡
を・
体に

あっ
た
もの
か
一
五た
件九
回獣
医
が
L
t
牝l
て
未
然
形に
[う」
がつ

い
た
時 、
起キラ
ア
|

起キロ
ォ 、
見ラ
ア
|見ロ

オ
は
第一
一凶と
同じ

に
な
る 。
例
外と
して 、
田
植タ
アエ
美方
北。

加
↓配

ハ
揃 、
洗 、
拾 、
思υ
アロ
オ
テ詔-
M・
日
l白 、

ア

ラ
ア
テ
散
在 、
一
般にアラグ一ア 、

子
牛
コ
オ
ジ
1
|位

初
↓配

直し
ノ
オジ
お

-似
通
母
音が広
広
と
な
る
分
布
図
は
第二
図で
あ
る 。
蚕
キ
ャ
ア

ョ 、ケエ
コ
と
な
る 。
裁髄 、
ぜ
ん
ざい 、
大工 、
逮
夜 、
兵
隊 、
冷い 、
煙

たい
等二
十三
誇
皆
閉じい 。
現
在配
の
地
域
で
も
老
人は配
を
発
音す

る
所が
数
地
点あ
る 。
臼
生
野
町
は
書い
て 、
行
きたい 、
蹴
ら
まい

等殆
ん
ど
は ・m 、
さ
けえ
ハ
助
詞υ
行っ
と
ん
ね
え
等航
と
発
菅する
も

の
も
少し
は
あ
る 。
日
山口
村
は広
が
少し
晶唱
す
が
大
宇は ・創
と
発
音す

る 。誕生一を
ハテャ
ァ 、
テエυ
ジョ
ォ 、
も
間分
布

ゃい
と
ヤ
ア
ト

美方・
城
崎・
出
石 、
イェ
エ
ト・
エ
エ
ト

養
父・
朝

来
北 、
ヤ
イ
ト臼

臼

前
一週
母
音が拡
と
と
な
る
事
も
多
く分

布
も ・創
と
同じ
で
あ
る 。
印
刷聞

はm
その
まλ
の
発
音で
嚇エ
ズ
ル 、
苗
木 、
前
歯 、
八
重
機 、
説エ
ル

で
あ
る 。
繁
盛・
三
万で
は
お
前をオマ
ア 、
助
詞
さか
えをサ
カ
ア
と

一式
ぅ 。考

え
カ
ン
ガネω 、
返す
カ
ヤス
散
在

-剖
を
r?と一一-一回うの
は
時
計 、
兵
蛍 、
難
肉 、
毛
糸 、
生
徒 、ゼエ
タ
ク
等

全
た
じ
ま
同じ 、
幽
霊
ユ
ウレ
シ 、
葬
札
ソ
オレ
y
散
在

-m
を以
ハ
濯υ
オセェ 、
ハ強υ
ッェ
ェ 、
ハ
太U
フ
テェ 、
ハ重υ

オメ
ェ 、
ハ白)
シ
レ
ェ 、
ひ
どい
ヒ
デエ
は
1
|位 、

ハ
gmU
グレエ
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1
ー日

で臼
Mm
は .u

ハ
泳υ
オエ
エ
〆
美方・
城
崎・
出
石
北・
養
父
西と
北 、
他はオヨ

イ
ダ 、
(
務U
オ
ト
イタ
出
石
東-
m・
日・
創出 、
他
はオ
テエ
夕 、

一

昨日
オ
トテェ 、
ォ
トチ
イ
点
在 、
勢
イ
キヨ
イ 、
イ
キエ
エ
散
在

仰
を広
間単衣
物ヒ
ハシU
テエ
モ
シ 、
添
物セエ
モ
ン 、
ハ
燃υ
メエ

主義
父
以
北に
点
在 、
英処へ
ソ
ケエ
山
間
部

泌
をrL
ハ
数υ
オ
セエ
ル 、
ハ
滑U
ケ
エ
ル 、
ハ見υ
メエ
ル
等
全
た

じ

ま

-m
を
火
打
石
ヒ
イチ
イシ
美方
北・
回
ヒ
子市，チ
イジ
城
崎
東・

養
父
西 、

胡
瓜
キュ
ウ
リ

金 、

切
質
キ
リ?
?
リ

養
父
北

-m
を・仁
結
納イ
イ
ノ
ォ 、
ハ
淳U
カ
イ
イ
金 、

ハ
察U
サ
ミ
ィ 、

(
然〉
ア
チ
イ 、
ハ
古〉
フ
リ
イ 、
ハ
悪υ
ワ
リ
イ
養
父
以
北 、
手
拭
テ

ヌ
ギ
イ 、
朔
チ
イタ
チ
美方・
城
崎・
義
父
北・
出
石
北 、

ハ
一清〉

チ
イタ
美方
南

風
呂
取
フ
ル
シ
キ
散
在 、
着る
物
キ
リモ
ノ
5・
7、

品跡部

ハ地
名〉
アマ
ラぺ 、
養
父
以
北

慈
ミシ
ロ
1・
2・
目 、

騒 .
キピ
ソ・
キピ
ス
散
在 、
篤る
な

ス
ン
ナ
北 、
蓮
華
ゲン
ゲロ・
日

そ
お
で
は
無い
ソ
オ
ハダァυ
ジャ
ァ 、

左
官
ジ
ヤ
カン 、

坐
敷
ジャ
シ
キ

草掛脱
ジョ
オり
金 、
ザ
ア
リ

散
在

玉 、
普
鵠
異
化

議
サ
カシマ
念 、
サ
カシ
ナ
散 、

味
線
ジ
ャ
ミセ
ン 、

鐙させ
る
ネ
カセ
ル
散 、

破る
ヤ
プグ
美
方・
城
崎
北・
養
父
北 、

破
れ
る
ヤ
プケ
ル
金 、

外
れ
る
ハ
ズ
ケ
ル
美方
北・
城
崎
北 、
後
れる
ツ
プケ
ル
美方・
城

崎・
山山
石
西・
養
父 、
捻
れ
る
ネ
ジケ
ル
美方
北・
減
崎
北・
出
石・

養
父
散 、
ネ
ジグレ
ル位 、
動
詞
は
語法
問
題で
もあ
る 。

六 、
音
頭
相
遡

洗
濯
セ
ン
タグ
1
lM 、

誰
ダレ
全

k
g
洞
豚
フ
グ

養
父
以
北
点
在 、

蟹
ガニ
山
問 、
魅
ギャ

ア
ル・
ゲエ
ル
ハpu・
ガエ
ル 、
養
父
親
来
散
在 、
蝿
ゼ
ミ拙

dり
匂
ハ
難U
ム
ツ
カシ
イ・
ハ
恥υ
ハ
ッ
カシ
イ
美方
城
崎
海
岸 、

朝
来
散
在

bm
紐ヒ
ボ 、
ハ
寒U
サ
プ
ハピυ
ィ 、
ハ
爆υ
グス
ポ
ル 、
(
震)

ケ
プ
テエ
ハタャ
ア) 、
ハ狭)
セ
ベ
エ
ハパ
ャ
ア) 、
(
漏υ
ボル
は
金 、

排
コ
プラ
金 、
コ
ボラ
養
父
西 、
揺
シ
キピ
美
方以
外 、
ハ
陸U
ネ

プ
テエ
ハタャ
アU
養
父
北以
北 、

胡
桃グ
ル
ハロυ
ピ
散
在 、
鞭

プ
チ
点
在 、
ハ
淋υ
サ
ミ
シ
イ
金 、
サ
ムシ
イ7、

ハ点υ
トモス 、

全
b'W 
唾ツワ
金 、
鍛シ
パ
必

ハ
恐U
オ
トロ
シ
イ
美方

紫蘇
チソ
オ
散
在

dz
ハ
撫υ
ナ
ゼ
ル
金 、
百
足
ム
カゼ
金 、

坐
布
圏
ダ
プ
ト

ν
朝
来 、
座
敷
ダシ
キお 、
銭
デニ
一凶・
目 、
絶
頂
デV
チョ
オ

散
在z

r 
t 
d 

s 

t 
s 

満
足に
で
きん
マ
ンロ
グハドグUニ
デケ
ン
散
在 、
留
守
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ネ ヌ
s 朝 r ス
r 来 n 10' 

南
天

ナ
ル
テン
養
父
以
北 、
ナ
リ
テン
朝
来、
昼
察

たじまζとは

降り
させ
よ
お
ラ
セ
ヨ
オ
出
石
東と
南・
養
父
南
東・
朝

来、
ヲソ
オ
養
父
西 、
ラ
シヨ
オ
美方・
城
崎・
出
石
散
在・
養
父
北と

西・
朝
来
散
在

g
B

鼻濁
音は臼
に
僅か
に
現
れ 、
白山
多で
北
は
伊で
あ
る 。

m
n
仰
向
ア
オ
ノヶ 、

なめ
く
じ
マ
メ
ク
ジ
ラ
全

h
f

一
シ
トツ

散
在 、
人
シ
ト

全 、
質
屋
ヒ
チ
ヤ
散
在 、

下
ヒ
タ
城
崎
散
在 、
行
くち
レh
b
デ
ヒョ
オ
全

s
f 、
z

向
先
生シェ
ン
シェ
ェ 、

鐸
ジZ
ニ
ハネυ
美方・

城
崎
西
海
岸に
多
く 、
出
石
養
父朝
来
散
在 、
但し一
般
fに
近い
s
発

音で
あ
る@

s
h
知
り
ませ
ル

金 、
起
きか
弘、
か
ナハ
ル

jw
ハ強υ
ツ
ヲ
イ
北

ji
醤
油ショ
オ
イ 、
ハ
搭U
イサ
ハス)
プ
ル・
イス
ル、

指

ィペ
ハピυ
は
散
在 、

外
出
着ヨ
ツ
イ
キ 、

ハ
歪υ
イ
ガム 、

硫

黄
イオ
ォ 、
ョ
ォ 、
繭
マ
イ 、

眉
毛
マ
イ
グ 、
鮎
ア
イ 、
か

わ
ゆい
カ
アハワ)イ
イ
は
全 、

忌
明
ユ
ミ
ヤ
キ
ハア
キ 、
ヤケ)

全
一

鰯
ユ
ワ
シ
養
父
以
南
散
在 、

位
牌
ユ
ハ
イ
散
在

ie
で
きるデケ
ル 、
ゑ
ェ
ェ 、
ハ
大υ
オ
オケ
ナ 、

況
マ

ゼ
ネエ
ハナャ
ア〉 、
(
穿υ
ホゼ
ル・
ホ
ゼ
グ
ル 、

鉛
筆
エ
シベ

ッ 、
忍
シ
ラメ
は
金 、
狐
ケ
ツ
ネ
散
在 、

煙
管・ヶ
セ
ル川崎-
U 、

人
参
ネン
ジ
ン
美方・
減
崎・
出
石
北

一r

盆υ
ネ
グル
美方
北 、 ヒ

ン'

目
脂j
メ
ヤ
ネ、
薮脱
ヤ
プ
ネラ
ミ

山
問 、
銭
ゼ
ネ
美方・
競
崎 ト

(
卒υ
ヘ
ラペ
タ
イ
ハテェ 、
タャ
ア〉・
ヘ
ペ
テエ
城
崎
山
間・
養
父・

朝
来e

i
貸シ
テ 、
乗シ
テ 、
取-フ
ジ夕 、
蹴ラ
シ
夕 、
勉強シ
ラレ
ル

全 、

策シ
テエ
ハタャ
アU
散
在 、
乗エ
タャ
ア
ハテエU
点
在 、
鉛

筆
イシ
ピ
ツ
1、

部
屋
ヒ
ヤ6、
設
アラ
リロ 、

こ
れ
必
か

〆キ・
ダア
キ・
ダザ
キ
美方・
城
崎・
養
父
西

e
a

唱

J二

ャ
イケ
シ
朝
来
北以
北 、
イ
カン
朝
来
南

a
o
モゲ
ト

多グ 、
モハ
ヤス
以 JF
は
南、
マV
ト 、

マ
アハ
ャ
ア

は
北 、
第一 一凶の
分
布 、
や
込め
ヤマ
メ
散
在 、

ハ
貰υ
マ
ラ
ウ

城
崎・
位 、
ムラ
ウ
1
1m

ou
ハ
遊U
ア
ス
プ、

ハ数υ
カ
ズエ
ル
金 、

も
ぐら
ムグロ

モ
チ
散
在 、
モ
オコ
ロ
モ
チ
8、

兎
オ
サ
ギ
点
在 、
鰻
オ
ナ
ギ

1・
泊 、

産
着
オ
プ
ギ
城

崎
西 、
昨
夜
ず
ンペ
金 、
ュ
ンベ

城
崎
東 、
虚
言
オソ 、

川う
そ
カワ
オソ・
カワ
ソ
美方
城
崎

養
父
散
在 、
偏
屈
へ
ンコ・
ヘ
ンコ
ッ 、

彼処・
アソコ 、
静主カy

vシ
全 、
犬
イノ
1、

狸
タ
ノ
キ
ハケU
山
間海
岸
懐
ホ
トコ

ロ 、
手
拭
テノ
ギ
イ
散
在 、
夕
立
ヨ
オ
〆チ
1
1印 、

ョ
〆チ白 、

零ヨ
キ担 、
煙
管キセロ
日・
臼・
蛙
グエ
ロ
U

i
o
田
螺タ
ノシ・
タ
ン
ノジ

全
舷
マ
ボシ
イ
ハセエ)
散

u
i

ハ
動
川

イゴ
ハノυ
グ

養
父
以
北 、

ハ
捨υ
ジ
テル 、
芥
捨

ゴ
ミシ

T
美方・
白
石・
養
父
草
苗ク
サピエ
2v

一
廷
ミシ
ロ
1・

2・
5 、
むか
ど
ミ
カプ 、
ハ沈U
ス
ズ
ム 、
ハ
舷U
マ
プ
ハシ
ィ 、

エ〉
ツ
イ
散
在 、
ハ
額U
フ
タャ
アロ 、
フ
タャ
ア
グ
チ
田・回 、
ハ
疲υ

ーa才



淋ザ
プ
ハサ
ムu
y
イ
査 、
ボチ
ボチ
ハ
ゆづ
く
りu

美 グ
e 方 タ
o プ

レ

Fレ

ヨ
ノ
キ
養
父
以
北
散
在

榎
七 、
普
預
鱒
倒

海
ツモ
プ
リ

ハ
殺U
ス
ハコ
イ 、
コ
エU
ケエ
念 、

戸
棚
トナ

ダ 、
ト

ザ
ナ
身
体
カ
ダラ
散
在 、
蓬
ヨプ
ミ

ハムυ
養
父
朝
来 、

出
石
東

. ，・

八 、
長
音
化

未
だ
マ
シ
ダ 、
草
鮭
ワ
ラ
ン
ジ 、
午
夢 、
プ
ン
ポ 、
ばか
り
ハ
助

詞υ
メ
y
カ
リ

ハカシU 、
と
て
も
ハ
副
詞U
トゲ
テモ 、
何
時
也
イ

ザ
ツモ、
ハ
醜υ
ミy
タモ

ハトモυ
ネエ
ハナャ
アυ
金 、

昨日

キジ
ノ
オ
金 、
キジニ
ヨ

オ
散 、
砂
糖
サゲ
ト
オ美
方・
城
崎
北 、

屑
間メ
ダ

ケ
シ 、
田
螺
タ
シ
ノジ

北に
散
在 、
暗証
ホザ
タ
ル美
方・

城
崎・
出
石
北 、
ホグ
タ
ルコ
美
方
北、
一
番
イy
チパ
シ・
イグ
チAY

Y
美
方・
城
崎
養
父
北 、
一
つ
も
ヒ
y
ト
ツモ

美
方・
城
崎・
出
石

北 、
ヒ
トグ
ツモ
出石
南と
東・
養
父・
朝
来 、
や
は
り
ヤy
パ
リ

全 、

ヤy
パジ
散 、

ヤグ
ポ
リ日 、

そ
れ
だ
け
ダアケ
美
方、
〆y
ケ

他 、
手
麹
テシマ
リ

養
父以
南・
北に
散
在 、
筑
母
オ
ン
パ
北
点
在

芹
セエ
リ 、

箕
ミ
イ 、
紫 、蘇
シ
ハチυ
ソ
ォ 、
鳶
ト
オピ

金 、
経
ヒ
イル
ハ
古
語U
1
|印 、

黒子
ホ
オ
グロ 、

挺
ヨ

オ
ダレ
養
父
以
北 、
鋭
ヒ
イナ 、
梅
干
ウメ
ボ
オシ 、
現
ツ
Y
ポ

オ美
方
誠
崎
散
在 、

鐙
ホ
オ
タル
部
lum 、

百
合
ユ
ウ
リ
5 、

ハ
拳υ
ホ
オケ
ル
散
在 、

九 、
ア
タ
セシ
ト

、互
に
中
学
高
校生
徒に
よっ
て
調べ
不
明の
点
は
教
師
農
商人
に
よヲ

て
補ヮ
た@

ハ

セ

地
域
は
全
たじ
ま
及
播
但
線
長
谷 、
寺
前 、
鶴
居 、
幅崎 、
京
都
府 、

上 、
中 、
下
夜
久野 、
幅知山を
約二
千
詩 、
播
磨
園
骨密 、
三
方、
奥

谷の
村々
は
近
畿方
言

学
会の
段、め
た
と

と
ば 、
ヂ

膨村
山H

小

学
校
長

小

林
字一
氏の
調べ
で
あ
る
が 、
昭
和七
年
大
原
氏
境
界
線の
部
分
的
改
正

に
な
る @
ハ
第二
図υ
上
夜久
野
村と
奥
谷村
引
原以
北
を
乙
種に 、
山

口
村
全
体を
甲
種地
域に
ス
れる
事に
な
る @
ハ詳し
く
は
「近
畿方
言」

誌
八

号υ
ハ

氷
上
郡
逮

坂

村
静

融市

村
ば調
査

中U
。

不
板
型と
上
昇
型の
第一
昔を
「
必
ず
低
く

始め
る」
と
言
えるの
は

ー
ー8、

四
日M
等で
あ
る
が 、
そ
れ
も
自
然の
発
音に
於て
は
高
低
何

れで
もか
ま
わ
ぬ 。
「
低
く

始め
ない」
と
云
えるの
は 、
釘
出
石
町以

来日
和
田
山
町以
南で
あ
る 。
中
間
地
帯
は
色々
で
あっ
て
「
第一
菅の

高
さに
よヮ
て
ハ

y
・キ
ロ

し
た
線を
ひ
く」

事
は
む

づ

か
しい@

一、
柄、
蚊、
子 、
血、
戸 ・
突、
身、
集、
気、
碁、
1
|位 、

上
夜

久野 、
引
原
はエ
ガ 、

4剤 、
日
以
南 、
繁
盛 、
三
方、
日
野
原以

南 、
中
夜
久
野
以
東はエ
エ
ガ

帆12
はホ
珂
3
1臼

山口
以
北 、
上
夜 、
小
倉
は
利ガ
臼
岩
崎伸

以
南 、
高
内以
東はホ
オ
ガ

二 、
名 、
策、
催、
1
1位 、

上
夜 、
引
原はナ
剤 、

汁刻 、
日 、
小
倉

はナ
ア
ガ
mm ・
清
津以
南 、
三
方
繁
盛、
日
野
原以
南、
高
内以
東は

， 



たじまととば

升ア
ガ

毛
1
|回 、

上
夜 、
小
倉
はケ
剤 、

南 、
下
夜
以
東は
列エ
ガ

日
1
1U
ヒ
ガ 、

ロ
!日

山口 、
上
夜 、
引
原ヒ
ガ

南 、
三一
方
繁
盛 、
日
野
原以
南 、
中
夜
以
東ヒ
イ
ガ

矢印
山口
以
北 、
上
夜 、
ヤ
剤 、

刊珂
岩
崎伸 、
中
夜 、
引引
剤、
臼

以
南 、
下
夜
以
東
刊ア
ガ

歯 、
双
1
|臼

山口 、
上
夜
ベガ 、
臼
岩
湾以
南 、
中
夜
以
東
ベア
ガ

三、
木、
粉、
酢、-
回、
手、
葉、
荷、
根、
火、
穏、
目、
湯、
輪、

山口
以
北 、
上
夜
川
倉 、引
原
町ガ 、
日
三
方
繁
盛 、
自
野
原以
南 、

中
夜
以
東キ
イ
ガ

尾-
ーω

上
夜オ
ガ 、
長
谷以
南 、
中
夜
以
東オ
ガ 、
オ
オ
ガ

苧田
l臼

利ガ 、
北
は
オ
剤、

刻刻
南
は
剖剤、

刑判刑

絵 、
豆 、
九 、
1
1日

.『ガ
回
以
来以
南
4剤、
ェ
エ
ガ

オ
ン

カ
ネ

一、
飴、
空
き・
午、
梅、
枝、
音、
かい
ハ
効〉、
柿、
金、
風、

釜、
顔、
綾
子、
波、
柄、
霧、
口 、
頚、
鍬、
腰、
酒、
砂、
鈴、

底、
竹、
爪、
虎、
鳥、
庭、
端、
鼻、
初、
箱、
晩、
ひ
げ、
紐、

筆 、
星 、
水 、
道 、
1
|お

ア
刈利
他は
アメ
ガ

蹟
1
16U

U
吋リ
ガ 、
他
はア
引剤、

判川刻

二、
三、
歌 、
町、
足、
犬、
花、
山、
草、
池、
髪、
腹
1
1臼 、

引

原、
ウ
タ
ガ 、
ウ
タ
ガ 、
他
は由γ
タ
ガ

紙、
雲、
胸、
茨、
郷、
川、
波、
昔、
石、
は
上
中
下
夜 、
幅
知
山

カ
ミ
ガ
英
他
歌と
同じ

援、
島、
親、
塩、
皮、
波、
月、
腕、
米、
昼、
指、
徳、
馬、

高
内
はケ
エ
ガ
内回
以

臼
岩
津以

耳 、
村 、
豆伺
ザ
カ
ガ 、
英
他
歌と
同じ

舌 、
上
夜シ
タ
ガ 、
英
他
歌と
同じ

多 、
夏1
19、

ロ
14

フ
斗ガ 、

汁斗ガ 、

他は
ηユ
ガ

橋、
靴、
旗、
崎、
雲1

1日
引
原ハ
叶ガ、

ベ叶ガ 、

他はハ
シ
ガ

梨1チ
叶ガ2
1臼

上
夜
以
東ナ
叶剤、

刊叫刻
印
以
南
刊ジ
ガ

に
じ、
う
じ、
甲、
丙、
ま
り、
金、
ニ
ジ
ガ

四、
姿、
笠、
格、
舟、
帯、
種1

lm
山口 、
上
夜 、
引
原ム
ギ
ガ

他ム
ギ
ガ

板 、
箸 、
息 、
今 、
針 、
鎌
は
小
倉
刊タ
ガ
他
は
姿と
同じ

室 、
麻1
lM

引
原 、
繁
盛 、
上
夜 、
小
倉ソ
ラ
ガ
長
谷以
南 、
コ一

方 、
千
種 、
日
野
原ソ
ラ
ガ

、

玉、
海、
露、
橋、
影、
窓、
健、
雨、
赤、
秋、
猿、
猶、
前
ハ
宅同υ

春-
ー白 、

繁
盛 、一一一
方 、
日
野
原 、，
上
中
下
夜 、一一相
知
山ウ
ミ
ガ 、

長
谷
原 、
以
南
千
種ウ
.叶ガ

足
袋 、
長
谷タ
ピ
ガ
英
他
海と
同じ

鶴
声、
長
谷 、
寺
前 、
川ル
ガ 、
町 、
回
ツ
ル
ガ 、
英
他
潟と
同じ

蜘
除 、
夜 、
長
谷 、
寺
前グモ
ガ
其
他
潟と
同じ

一、
接、
車、
鎖、
氷、
る
ぐら、
漆、
貸
家、
か￡
し、
田
舎、
子

供、
机、
積、
体、
魚、
柳、
手
紙、
背
中 、
兎、
鼠、
誠、
左、
茶

碗サ
グ
ラ
ガ 、
サ
ク
ラ
ガ

着
物1
1必 、

由
民
団
lω

キ
吋ノ
ガ、

制吋ノ
ガ
他は
剖剖
パ
刑

普
1
l臼

上
中
下
夜 、
ム
刈叶ワ 、
ム
カ
シワ
他
叫判シ
ワ
福
崎

ム
カシ
ワ

形1
!日 、

町
カ
列チ
ガ、

刻川町チ
ガ
町田
回
目
白
刻州
出川ガ

倒
刺タ
チ
ガ
ω 、
臼
以
南 、
上
夜
以
来

刻刻判
刑

， 

62 
63 
119 



上
中
京
夜 、
福知
山ア
シ
タ
ガ 、
ア
シ
タ

明
日
1
l

長
谷 、
引
原 、

ガ 、
他
列

判刻刻

二、
小
豆
1
1臼

ア
刈剖ガ 、

引利引
ガ 、
他ア
ズ
キ
ガ

三、
頭、
鏡、
男、
女 、
話、
花見 、一一言
葉、
夜
中 、
境、
刀、
袴、

東 、
欽 、
醤
油 、
1
|位

ア
到吋ガ 、

引刺叫ガ

他対舛マ
ガ

扇 、
林 、
泳
ぎ1
1印 、

構
え1
l臼 、

上
夜オ

刺刊ガ

州刑判ガ

四 、
命1
|臼

上
夜 、
小
倉イ
パチ
ガ
什パチ
ガ
他
引ノ
チ
ガ

柱 、
涙1
l臼ハ

シ
ラ
ベ汁ラ 、
他
はハ
シ
ラ

五 、
烏1
|臼

利ラ
ス
ガ 、
他
割
引刻
刻

雀7
lu

ス
ズメ
1
16 、

u
lm

ペズ
メ
他ス
ズメ
ガ

六 、
昨
夜 、
1
1回

出
引
原 、
上
夜 、
小
倉 、
ュ
ウペ
他ユ
ウベ
ガ

兜 、
幅崎、
鶴
居カ
プ
ト

他カ
プ
ト

葵
居
組グ
ス
り
ガ
他グ
ペリ 、

列ペリ

=一
音
節
名
詞
は
型 、
地
域
が
各
語
に
よづ
て
異
るの
で 、
多
く
を
省い

た 。て
寅る 、
聞
く 、
言
う 、

積
む 、
飛
ぶ 、
買うブ
置
く 、
振る 、
偽唱

す、
狩
る 、
各
く 、

泣
く 、

問
う、

行
く 、

鳴
る 、
鐙
る 、
着る 、
す

る 、
卒
板
型

二 、
切
る 、
書
く 、
食
う、

有
る 、
立つ、
待つ、
織る 、
呑
む 、
読

む、
降る 、
持つ、
吹
く 、

伏
す 、
会う 、
取
る 、
勝つ、
膿
む 、
来

る 、
見
る 、
ー
ー白 、

引
原 、
上
夜キ
ル 、
他
はキ
ル

三一 、
配

る
1
l臼

繁
盛 、
引
原 、
上
中
夜 、
下
夜
久
野 、
畑オ
ル
下
夜

久
野 、
弁
田
英
他オ
ル

て
上
が
る 、
当る 、
滋
る 、
遊
ぶ 、
祭
る 、
坐
る 、
笑う 、
変る 、
上

げ
る 、
明け
る 、
借
れ
る 、
借り
る 、
捨て
る 、
負け
る 、
変
え
る 、

卒
絞
型

二 、
泳
ぐ 、
返
す 、
動
く 、
なつ
く 、

悟る 、
帰る 、
投
げ
る 、
掛け

る 、
受け
る 、
攻め
る 、
1
|位 、

引
原 、
上
夜オ
剖グ
利吋グ
他

オヨ
グ

一 、
良い 、
1
1臼

繁
盛 、一ニ
方 、
原 、
上
夜 、
小
倉
.引イ
他ヨ
刊

え
え 、
1
1臼

引
原 、
上
夜エ
エ
他
はエ
エ

無い 、
印
刷出
小
倉ナ
イ
英
他良い
と
同じ

，

一 、
軽い 、
甘い 、
薄い 、
暗い 、
赤い 、
遅い 、
厚い
1
16 、

ロ

カ
川什
寺
前以
南
判ル
イ
中
聞
はカ
刈イ 、

叫刈イ

赤
く1
16 、

盟 、
ア
刻グ
臼
以
南
繁
盛 、一一一
方 、
奥
谷 、
上
夜以

東列剖グ
中
聞
は
列カ
グ

二 、
白い 、
青い 、
早い 、}泣い 、
強い 、
若い 、
長い 、
古い 、
暑

ぃ、
惜し
い 、
痛い 、
康い 、
担保い 、
濃い
い 、
か
らい 、
強い 、
寺 〆

前 、
原以
南
叶ロ
イ
英
他ジ
吋イ 、

刈叶イ

d'

白
く1
l臼

汁ロ
グ
他
汁叶グ

て
明るい 、
危
ない 、
黄
色い 、
重
たい 、
大
きい 、
1
16

ア
刻刈

イ
鶴
居 、
稿
崎ア
カ
ル
イ
他ア
カ
ル
イ 、
ア
カ
ル
イ

二 、
嬉
しい 、

集長い 、
少い 、
怪しい 、
委
しい 、
鶴
居 、
幅崎
別叶

シ
イ
他ウレ
シ
イ 、‘
ウレ
ジ
イ 、

一
O 、
語
法
ハ
音
頭の
項に
洩
れた
もの
を
記
すυ

自
称
代
名
詞ウチ
女
性
全
コ
チ
グ
チ
美
方

オ
ラ
美
方
南 、
城
崎
南以
南、

オレ
1
1臼

城
崎
ウラ
養
父
以
北

1却



， 

たじまととば

一
段
活
用
動
詞の
四
段
化
は
大正
四
年の
養
父
郡
誌の
「
起キロ
オ」

が
文
献と
し
て
最
も
古い。
連
用
形は
発生
し
て
い
ない。
着ル 、
煮

ル 、
立テ
ル
等すべ
て
の一
段
動
詞
に
四
段
化の
傾
向が
見
ら
れ
る @
特

に
立テレ
命
令
形を臼
臼
で
は
立チレ
と
言
う 。

的制
横
行で
は
[
立チ
サ

モ
謹イモ」
と一文
ぅ 。

分
布
は
朝
来
養
父
出
石
ハ必
字
久
畑
を
除
くυ

城
崎
ハ泊 、
日 、
ロ
を

除
くυ
が
主
で 、
美
方
で
もボチ
ボチ
行
わ
れつ
づ
あ
る 。

ナ
行
変
格
動
詞の
残
存
も
見
ら
れ
る 。
終
止
遺
体
形
往
ハ
死υ
ヌ
ル
は

山田
以
外に
賢
く
行
わ
れ
る
が 、
仮
定
形
往ヌ
ロャ
ア
は
16u
n
お
叫
弘 、

死ヌ
リャ
ア
は釘
品
目
的
の
各
町
村の
内
交
遜不
便の
字に
残
存し 、
一

般に
往ニ
ャ
ア 、
死ニ
ヤ
ア
を
用い
る。

自
発
動
詞
恩エ
ル 、
1

1印
可
能
動
詞
窪レ
ル 、
起キレ
ル
1
l臼

借
り
るカレ
ル
ハ下一
υ

貸す 、
ヵ
主
ル
ハ
下一
一)
全
四
設の一

段
化マ

イ
ハ
錐
量υ
の
発
音は
第二
図の
湿
り
で 、
その
接
続
は
特に
多
様

で
知ラ
メエ
1
|臼

知ル
メエ
城
崎
東 、
出
石
南と
束 、
養
父
南と
東 、

印 、
知ロ
メ
エ
出
石
束 、
朝
来
南 、
読マ
メ
エ
美
方 、
城
崎、
出
石
北 、

養
父 、
朝
来
北 、
読
ムメ
エ
美
方
北 、
城
崎
東 、
養
父 、
出
石
北 、
日
|

印 、
読モ
メ
エ
出
石
東と
南 、
蹴ラ
メ
エ
金 、
臨ル
メ
エ
点
在 、
蹴ロ
メ

エ
出
石
南と
官民 、
養
父
散
在 、
朝
来
散
在 、
着メ
エ
金 、
着ル
メ
エ
減
崎

東と
北 、
養
父
西 、
朝
来
北と臼
勉
強セ
メ
エ
全

意
志 、
推
量の
助
動
詞
「ウ」
が一
段
動
詞
に
接
続し
た
古
形 、
見品

ゥ 、
下リ?
? 、
ニ
ナ
ザ
ハ
鐙U
等が7
!日 、

m
lu品 、

位 、
必 、
必

|柏崎
に
残り 、
その
外に
庚
く、、、ョ
ゥ 、
オ
リョ
ォ 、
ネョ
オ
が
行
わ

れ 、
助
動
詞
「
ょ
う」
を
意
識し
た
見ヨ
ォ、
下リヨ
オ 、
審ヨ
オ
は弘

|臼
で
用い
ら
れ
る @
しか
し
古
形は
次
第に
衰
えつ
つ
あ
り却
で
は
老

人の
み
用い 、
管
批
年
は
外
側の
効
菅
形に
なづ
た
り 、
四
段
化を
用い

た
り
し
て
い
る。
カ
変
動
詞
に
接
続し
たヨ
オ
を
普
遜に
用い
るの
は
1

|臼
で臼
臼
で
殆
ん
ど
用い
ない。
サ
変
動
詞
に
接
続し
たジョ
オ
全

俸
開
助
動
詞
そ
う

だ 、
グナ
金 、
例
行グ
グナ

様
態
そ
う

だ 、
サ
グナ
美
方
城
崎、
出
石
西 、
担
必 、
例
行キ
サ
グ

ナ 、進
行
態
降リヨ
か
は
城
崎
山
間
部
以
外の
全
た
じ
ま 、

準
行と
完
了
態
両
方に
降ツ
い

か、
全

比
況の
よ
う

だミ
テェ 、
ミ
タャ
ァ 、
1
1日 、
ミ
タ
イ臼
印
刷出 、

格
助
詞カ
ラ
を一
般
用法
以
外に
康め
て 、
場
所を
指
示
する
「
で」

と
同
様に
用い
る 、
山カラ
弁
当
食ツ
夕 、
川カ
ラ
水
浴ペ
夕 、
「
着
物

ヲ
ドコ
カ
ラ
着タ
?」

「
部
屋カラ
鷲タ」
分
布
は
1
1却 、

泊 、
m
l

也 、
明ω 、
白
lm 、

町 、
は
り
ま
引
原以
北
で
も
用い
ら
れ
る。

理
由
助
詞ケ
シ
1

字
居
組
ケエ
1
|6 、

ロ 、
七
町
村
シ
ケ
ェ 、

ジ
キャ
ア
7
1口 、

臼
|却 、

必
|川崎 、

印
!日 、

目 、
臼
サケェ 、

サ
キャ
ア
泊 、
却
HU 、
c
!臼 、

ス
ケェ、
ス
キャ
ア
話、
初、
話、

mm 、
日弘 、
川町 、
日 、
日 、

混用
町
村で
は
北
はシ
が
多
く

用い
ら
れ
南
は

サ
が
多い。
シ
とス
は
無
声
化し
て
居
る。
ア
ク
セ
ン
ト

は臼
行グ
判ケ

ェ 、
印
行
列サケェ 、

位
以
北
は
行グ
サ
叶ェ 、
サ
判吋ア 、
シ
竹ェ 、

ス
ケエ
等
尻
重
に
なヮ
て
げ
る。

イ
&7
4E
ムT
aw

3
大
庭
村の
山
奥 、
池
卒
部
務で
「
行グ
サ
キャ
ア
待v
トグ
テ
オ
グ

レ」
と
上
方
振り
が
行
わ
れ
る。
美
方
郡の
農
山
村で
は
は
毎年
多四ケ

121 



月
間
上
方
に
出
稼
ぎ
し
て
家
に
は
老
人、

主
婦、
子
供
が
残
る
風
習
が
あ

る
が、
池
卒
は
全
戸
六
戸
で、
足
腰
の
立
つ
者
は
老
人
で
も
上
方
行
き
を
す

る
震
に
こ
の
大
切
な
助
詞
の
離
れ
島
が
で
き
た
の
で
あ
る。

4
温
泉
町
は
一
般
に
ケ
エ
だ
が
南
端、

春
衆
部
落
は
峠
の
頂
上
に
あ
り

南
化
し
て
シ
キ
ャ
ア
を
用
い
る。

接
続
助
詞
泣
き
わ

が

か

ハ
間
降、

反
戻U
ナ
キ
モ
グ
テ
全

副
助
詞
絵
な
F

ハ
例
示、

漠
然
υ
テ
Y
カ
金、

人
物
ご
と、

プ
メ
美

方、

城
崎、

出
石
北、

養
父、

朝
来
北、
プ
ジ
首、
ナ
リ
城
崎
南、
ト
メ

エ
美
方
南、

城
崎
南
西、

養
父
北
西、

終
助
問
見
た
い
恥

ハ
疑
問、

反
誇
ゾ
ヶ
ェ
、
キ
ャ
ア
1
1
回、
カ
ナ
臼

終
助
詞
「
よ」

に
当
る
「
デ
」
は
「
と
っ
て
も
色
が
黒
れ
え
デ
」
等
や

さ
し
く
て
い
ね
い
に
念
を
押
す
こ
と
ば
で、

全
点
じ
ま
に
行
わ
れ
る@

「
ゾ
」
は
や
や
強
い
気
持
で
一
般
に
用
い
ら
れ
る
が、

同
じ
気
持
で
「
ゼ
」

7
!
日、
盟、
割、
也、
話、
“
、
必
、
必、

「
ジ
ヨ
」
日明
字
関
宮
!
日

字
朝
日、

「
ド
」
日
字
林
塩
|
位、

が
用
い
ら
れ
る。

特
に
ジ
ョ
ば
注
意

を
ひ
き
「
大
屋
の
ジ
ョ
オ

/\
言
わ
め
キ
あ
ジ
ョ
ォ、

叉
言
っ
た
ジ
ョ
オ

悪
あ
り
い
ジ
ョ
オ
」
と
撤
さ
れ
る。

上
方
型
の
ド
が
山
陰
線
に
沿
う
て
養
父
郡
を
東
寄
り
に
北
上
し
ジ
ョ
を

東
西
に
分
け
る
分
布
地
図
は
第一
図
の
蛇
を
貫
く
矢
に
似
て
い
る。

間
授
助
詞
そ
れ
は
ね
ツ
レ
ワ
ナ
ン
タ
1
l
臼

-
兵
庫
豚
豊
岡
高
等
学
校
教
官
|
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